
道徳学習指導案 

日   時  平成２２年１１月１８日(木) 

指導学級  ２年２組（３１名） 

指 導 者  教諭  鈴木 朋子 

 

１ 主題名  生かされていることへの感謝    内容項目 ３-(1) 生命の有限さ 

                       

２ 主題設定の理由 

（１） 価値について 

    中学生の時期は，「生命が大切である」ということは当たり前のこととしてわかってはいるが，

まだ自分の生命に対する有り難みや人間の命の有限さを自覚している生徒は多いとは言えない。

命あるものは互いに支え合って生き，生かされていることに感謝の念をもたせることが大切であ

ると考える。その際，「生命は有限である」ということをしっかり自覚することは自他の生命の大

切さや，人間として生きることの素晴らしさを理解することにつながり，独りよがりではなく，

周囲の人間に対する感謝や尊敬の心を生み出すものと考える。当たり前と思える毎日の生活が実

はかけがいのないものであるということや，自分を取り巻く人たちの愛に気づかせながら，一度

しかない自分の人生の一日一日を大切に生きたいという気持ちをもたせることが大切である。 

 

（２） 生徒の実態 

    家庭環境に恵まれ，形は様々であるが，親や家族から愛情を受けて大事に育てられている生徒

たちである。将来に対して，具体的な目標をもっている生徒は二割程度であるが，自分の適性を

生かした職業に就きたいと考える生徒が多く，学習や学校生活に意欲的に取り組んでいる。また，

内面を磨くことにも関心を高くもち，道徳の授業の記録には真剣に前向きに考えていることがう

かがえる記述が多く見られる。その一方で，目先の楽しさに心を奪われ，学習に対しても自分の

内面を磨くことに対しても気持ちが向かず，楽な道を選んでしまう生徒や，主体性をもたずに毎

日の生活を送ってしまっている生徒も若干名見受けられる。それと同時に，意欲的に生活してい

る生徒の中にも，自分の身近にある今の生活が恵まれたものであることや，自分を大事にしてく

れている人の存在のありがたさに気づかず，一日一日を大切に生きているとはいえない生徒もい

るように感じる。周囲の愛情に気づかせ，よりよく生きようとするきっかけを与える必要がある

と考える。 

    道徳の授業では，挙手して発表しようとする生徒は少ないものの，考える時間が確保されれば，

ほとんどの生徒がしっかりと自分の考えをもつことができ，指名されれば意見を述べることもで

きる。しかし，全体の場で，相手の意見に対して質問したり自分の意見をぶつけたりするような

活発な話し合いに発展させることはまだ難しいと思われる。 

 

 

 



（３） 資料について 

 

  ① 資料名  「１００万回生きたねこ」  

 

② 資料の内容 

   １００万回生き，１００万回死んだねこが，最後の一生で，それまでとは異なる自ら望んだ一

生を送り，もうけっして生き返らなかったという物語である。 

   ねこはずっと，王様や船乗り，サーカス，どろぼう，おばあさん，女の子など「だれか」のね

こだった。ねこは飼い主のことがきらいだった。ねこが死んだとき，飼い主はみんなないたが，

ねこは一度もないたことがなかった。 

   あるとき，ねこは「のらねこ」として生まれ変わる。ねこは初めて自分の生を自分のものとし，

自分を大好きになる。やがて白いねこと出会う。ねこは飾らない気持ちを素直に白いねこに伝え，

一緒に暮らすようになる。ねこは白いねこと子ねこたちを自分より好きになる。そして，白いね

こと一緒にいつまでも生きていたいと思うようになる。しかし，歳をとり，白いねこに死が訪れ

る。白いねこが死に，ねこは１００万回なき，やがてねこも死を迎える。ねこはもうけっして生

き返らなかった。 

白いねことの出会いで，ねこは「愛すること」を知る。ねこが本当に望んでいた生き方とは，

それまでの波乱万丈な人生ではなく，満足感を覚えられる平凡な暮らしだった。しかし，その生

活を堪能した後には，愛する者を失う悲しみを知りながら永遠の眠りにつく。白いねこを失い１

００万回ないたとき，その「１００万回」の中にはどんな思いが込められていたのか。喜びと悲

しみの両面から，人として生きる上で大切なものとは何なのかを考えさせられる資料として本資

料を設定した。 

 

 ③ 資料分析図 別紙 

 

（４） 研究主題との関連 

本校の研究主題は「主体的に表現し，高め合う生徒の育成～教科・領域等における言語活動の

実践を通して～」である。また，道徳教育の校内研究テーマは「様々な価値に触れ，互いに高め

合う道徳教育の実践～言語活動を中心とした授業づくりを通して～」である。 

本研究主題１年目には，生徒の意欲を高めることや環境づくりに重点を置き，２年目の今年度

は「技法を身につけ，積極的にそれらを活用しながら話したり書いたりする」ことに重点を置い

た。１年目は国語科による表現力向上のための試みを中心に，学年で「リレー小説」という楽し

みながら書く活動を取り入れてきた。また，文章の内容理解の時には重要と思われる部分に線を

引かせながら読むことや，教科の授業でノートをとる時には黒板に書いてあるものを写すだけで

なく，聞いた説明からメモをとるような働きかけもしてきた。話したり書いたりする場面では，

自分の考えをわかりやすく，また根拠や理由を明確にするよう機会あるごとに指導してきた。特

に道徳の時間には，理由を明確にしながら自分の考えをきちんともち，発表するように働きかけ

てきた。 



本時は，資料の内容理解の際，教師の範読を聞きながら重要だと思われる部分のメモをとる活

動を設定している。この活動により，資料の内容把握だけでなく，主人公の心の変化にも目を向

けさせることができ，その後の発問において活発な意見を引き出させ，学習をより深めることが

できると考える。次に，中心発問と自分の場合について考える場面では，根拠を明確にしながら，

話すことによる活発な意見交換を期待するとともに，じっくり書いて考えをまとめる活動を通し

て一人ひとりがしっかり考えをもつことを期待する。そして，授業を終えての感想文には，友達

の発表を聞いたりそれに質問したりして至ったより深い個々の考えが表れるような授業にしたい

と考える。 

 

（５） 本時の指導について 

事前指導として「もし何度でも生まれ変われるとしたら，何になりたいか」を考えさせておく。

これは全員が同じ意識をもって本時の授業に臨めるようにするためである。そして本時の授業の

導入で，その考えを聞き，資料に対する関心を高めさせる。また，この導入は，導入時の自分の

思いが優先された考えと授業を終えるときの考えを対比させることによって，より深く周囲の愛

に気づかせることもねらっている。 

次に資料に入り，文章は教師が範読し，生徒にはテレビで拡大した絵を見ながら物語を聞くこ

とに集中させる。その際，印象に残った言葉や大切だと思われる部分のメモをとらせる。 

最初の発問では，ねこの「これまでの人生」と「最後の一生」を比較し，「誰も愛さず，望まな

い生き方」と「愛することを知り，自分らしく生きた人生」の違いに気づかせる。そのことによ

り，「誰も愛さず望まない生き方」を１００万回繰り返したことを確認し，中心発問の「１００万

回ないた」ことにつなげる。 

次に中心発問である「白いねこが死んで，ねこが１００万回ないたときの気持ち」を考えさせ，

「愛する者を失う悲しさを知った」ことを機に，１００万回繰り返した人生で「自分を愛してく

れた人の気持ちを知った」「自分は人生を大切にしていなかったことを知った」などの点に気づか

せたい。 

最後に自分の場合について，「自分の一度だけの人生をよりよいものにするためには，何を大切

にしていきたいか」を考えさせたい。ここでは「一度きりの人生を悔いの残らないものにしたい」

「周りの人たちに感謝したい」「一日一日を大切に生きたい」といった答えに到達することを期待

したい。そして，これからは今までとは少し違う意識で毎日の生活に向きあい，また自分を取り

巻く人たちとかかわるようになってほしいと思う。 

 

３ ねらい 

   生命は有限なものであるという自覚をもち，生かされていることに感謝の念をもちながら，よ

りよく生きたいという態度を育てる。 

 

 

 

 



４ 指導過程 

段階 学習活動（主な発問） 予想される生徒の反応 指導上の留意点 

 

導入 

５分 

１．「もし何度でも生まれ変われる

としたら」について発表する。 

 

 

 

 

 

「鳥になって空を飛びたい」 

「人間のままだが，いろんな種類

の生き方をしてみたい」 

資料に対する関心を

高めさせるとともに， 

生き方について考え

るという意識をもた

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

35 分 

２．資料を読む。 

（テレビで絵を映す・教師範読） 

 

 

３．最後の一生とそれまでの人生に

ついて比較する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ねこが１００万回ないたことか

ら生命の有限さを踏まえ「生かさ

れていること」について考え，発

表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．自分の場合について考え，発表

する。 

 

印象に残った表現のメモをとる。 

 

 

 

[これまでの人生] 

・だれかのねこだった。 

・飼い主のことが嫌いだった。 

・一回もないたことがなかった 

・死ぬのなんか平気だった。 

[最後の一生] 

・だれのねこでもない。 

・自分が大好き。 

・愛するものができた。 

・初めてないた。 

 

・愛するものを失うのは悲しいと

いう気持ちを初めて知った。 

・自分を飼っていた人たちは自分

が死んだとき，こんな気持ちだ

ったんだろうな。 

・自分勝手だった。自分を愛して

くれていた人たちに申しわけ

ない。 

・今までは命を大切にしていなか

った。命の重さを知った。 

・１００万回生きるより，意味の

ある１回の人生が大切だ。 

 

・一度きりの人生を大切にした

い。 

・相手の気持ちも大切にしたい。 

内容理解のために集

中して範読を聞かせ，

印象に残った内容を

書き留めさせる。 

 

その後の話し合いの

材料にするため，「誰

も愛さず本望でない

生き方」と「愛を知り

望む生き方」の違いに

気づかせる。 

 

 

 

 

・白いねこが死んだか

ら悲しいというだけ

でなく，前の飼い主の

ねこに対する愛情や

失った時の悲しみに

気づかせ，生かされて

いたことに感謝する

気持ちをもたせたい。 

・意見を発表しやすい

ように学習形態を工

夫する。 

 

 

しっかり考えさせて

から発表させ，意見交

換もさせたい。 

もし何度でも生まれ変われると

したら，何になりたいですか。 

ねこのこれまでの人生と最後の

一生の違いは何でしょうか。 

白いねこが死んで，ねこは１０

０万回ないている間，どんなこ

とを思っていたでしょうか。 



 

 

 

・周りにいる人たちに感謝した

い。 

・人とのかかわりを大切にして限

りある命を全うしたい。 

・一日一日を大切に生きる。 

・自分は生かされていることに感

謝しながら生きていきたい。 

終末 

10 分 

７．授業や友達の意見を通して考え

たことをまとめる。 

 他の意見を踏まえな

がら考えを深めさせ，

発表させる。 

 

５ 評価 

生命は有限なものであるという自覚をもち，生かされていることに感謝の念をもちながら，より

よく生きようとしている。 

 

６ 板書計画 

「
も
し
何
度
で
も
生
ま
れ
変
わ
れ
る
と
し
た
ら
…
」 

・
鳥
に
な
っ
て
空
を
飛
び
た
い
。 

・
今
の
自
分
と
違
う
人
間
と
し
て
生
き
て
み
た
い
。 

 

「
一
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
」
の
人
生 

《
こ
れ
ま
で
》 
 
 

・
だ
れ
か
の
ね
こ 

 
 

・
飼
い
主
が
嫌
い 

 
 

・
一
回
も
な
か
な
か
っ
た 

 

・
死
ぬ
の
な
ん
か
平
気 

 

《
最
後
》 

・
だ
れ
の
ね
こ
で
も
な
い 

・
自
分
が
大
好
き 

・
愛
す
る
も
の
が
で
き
た 

・
は
じ
め
て
な
い
た 

 

「
一
０
０
万
回
な
い
た
と
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
か
」 

・
愛
す
る
も
の
を
失
う
の
は
悲
し
い
。 

・
飼
い
主
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
。
自
分
は
わ
が
ま
ま
だ
っ
た
。 

・
今
ま
で
無
駄
に
し
て
き
た
命
に
申
し
訳
な
い
。 

 

「
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
、
大
切
に
し
て
い
き
た

い
こ
と
は
…
」 

・
一
度
き
り
の
人
生
を
大
切
に
生
き
た
い
。 

・
周
り
の
人
た
ち
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。 

・
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

７ 参考文献 

 ・「１００万回生きたねこ」  佐野 洋子 作・絵  講談社 

 ・「MOE」  ２００７年 １１月号 

これから生きていく上で，大切に

していきたいことは何でしょう

か。 


